










志摩市の地方創生事業の一環で、市内で働く若者を紹介するコーナーです。
志摩で頑張る若者に仕事に対する思い、将来の目標についてお聞きします。

若者 Miraiしま

FAX問い合わせ　総合政策課　　44・0205　　44・5252　　sogoseisaku@city.shima.lg.jp

―
― 

お
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
市
内
の
家
庭
や
企
業
の
浄
化
槽
の
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
。
２
人
１
組
に
な
り
、
１
日
約
10
軒
訪

問
し
ま
す
。

―
― 

こ
ち
ら
で
働
く
こ
と
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
地
元
が
好
き
で
市
内
で
就
職
先
を
探
し
て
い
た

と
き
、
志
摩
環
境
事
業
協
業
組
合
の
求
人
の
広
告

を
見
つ
け
ま
し
た
。
当
初
は
給
料
の
良
さ
に
惹
か

れ
た
の
で
す
が
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
体
験
乗
車

で
、
僕
が
思
っ
て
い
た
仕
事
と
全
然
違
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
作
業
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

や
状
況
ま
で
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
先
の
お
客
様
か
ら
は
、
あ
た
た
か

い
お
言
葉
や
差
し
入
れ
、
お
礼
の
お
手
紙
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
、
市
民
と
の
関
わ
り
が
深
く
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

―
― 

将
来
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

組
合
に
必
要
な
様
々
な
資
格
を
取
得
し
、
仕
事

の
幅
を
広
げ
、
い
ろ
ん
な
現
場
に
対
応
で
き
る
職

員
に
な
り
た
い
で
す
。

お
客
様
へ
の
提
案
や
お
客
様
か
ら
の
相
談
な
ど
、

人
と
関
わ
る
機
会
が
非
常
に
多
く
、
こ
こ
な
ら
地

元
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
思
っ
た
こ

と
が
志
摩
環
境
事
業
協
業
組
合
に
決
め
た
き
っ
か

け
で
す
。

―
― 

ど
ん
な
職
場
で
す
か
？

　

僕
自
身
が
将
来
を
考
え
た
と
き
に
、
ず
っ
と
働

い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
職
場
で
す
。
地
元

出
身
で
同
じ
年
代
の
仲
間
が
多
く
、
毎
日
楽
し
く

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

―
― 

入
社
し
て
ど
う
で
し
た
か
？

　
運
転
手
と
し
て
効
率
よ
く
作
業
が
で
き
る
順
路

を
決
め
る
た
め
に
、
入
社
当
時
は
住
宅
地
図
を
穴

が
開
く
ほ
ど
見
て
覚
え
、
時
に
は
休
日
に
自
分
の

担
当
地
域
を
自
家
用
車
で
走
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
で
は
お
客
様
の
名
前
を
聞
く
だ
け
で
場
所

志
摩
環
境
事
業
協
業
組
合

大お
お

山や
ま 

洸こ
う

太た 

さ
ん　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
志
摩
町
和
具
出
身 

28
歳

　
三
重
県
立
水
産
高
等
学
校
卒
。
現
在
は
志
摩
環

境
事
業
協
業
組
合
で
浄
化
槽
の
清
掃
作
業
員
と
し

て
働
き
２
年
目
と
な
る
。

一般家庭の場合、１軒 30 分～ 60 分かけて
清掃していきます

撮影現場では笑いが絶えず、楽しい雰囲気で溢れていました

地
方
創
生
シ
リ
ー
ズ
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シ
リ
ー
ズ　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
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と
き

12
月
12
日
（
日
）　

第
1
部　
10
時
～
12
時

　
　
　
　
（
受
付
９
時
45
分
～
）

第
2
部　
13
時
45
分
～
15
時
45
分

　
　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
人
で
、
南
勢
エ

リ
ア
に
在
住
・
在
勤
、
ま
た
は
こ
の
地
域

で
の
出
逢
い
に
興
味
の
あ
る
人

※
南
勢
エ
リ
ア
該
当
市
町

志
摩
市
、
伊
勢
市
、
尾
鷲
市
、
熊
野
市
、

多
気
町
、
大
台
町
、
度
会
町
、
南
伊
勢
町
、

御
浜
町
、
紀
宝
町

参
加
費　
無
料

定
員

第
1
部　
27
～
35
歳
の
男
女
各
5
人
程
度

第
2
部　
36
～
42
歳
の
男
女
各
5
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

申
し
込
み

12
月
２
日（
木
）ま
で
に
、

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア

ク
セ
ス
し
、
応
募
フ
ォ
ー

ム
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
申
し
込
み
に
関
す
る
こ
と
】

み
え
出
逢
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

０
５
９・
３
５
５・
１
３
２
２

【
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と
】

総
合
政
策
課

 

４
４・
０
２
０
５

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

十
分
に
行
っ
た
上
で
実
施
し
ま
す
が
、

感
染
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

１
対
１
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。じ
っ
く
り
お
話
し
し
な
が
ら
、

志
摩
で
素
敵
な
出
逢
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

冬
の
恋
活
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
in
志
摩

　

市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
で
、
事
業
で
使
用
す
る
構
築
物
、
機
械

や
備
品
な
ど
の
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
の
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
場
合
は
、
12
月
中
旬
に
市
か
ら
「
申
告
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
新

規
に
事
業
を
開
始
し
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
両
に
つ
い
て
は
、
確
定
申
告
の
際
に
減
価
償
却
資
産
と
し
て
計
上
し
て
い
ま

す
が
、償
却
資
産
の
申
告
対
象
は
大
型
特
殊
自
動
車
の
み
で
す
。
小
型
特
殊
自
動
車
を
誤
っ

て
申
告
し
て
い
る
場
合
は
、
次
回
申
告
時
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
型
特
殊
自
動
車
は
、軽
自
動
車
税
の
対
象
で
す

償
却
資
産
の
申
告
に
向
け
た
お
知
ら
せ

小型特殊自動車の規格
（以下の基準をひとつでも超えていれば大型特殊自動車です）

長さ
（ｍ）

幅
（ｍ）

高さ
（ｍ）

最高速度
（km ／ｈ）

原動機総
排気量

（リットル）

農耕作業用
自動車 制限なし 制限なし 制限なし 35 未満 制限なし

上記以外の
特殊自動車

４．７０
以下

１．７０
以下

２．８０
以下

15
以下 制限なし

償却資産の例

１．構築物 橋、門、塀、庭園、舗装路面、広告塔、
受変電設備など

２．機械および装置 太陽光発電設備、工作・土木・電気・建設・印刷
機械、搬送装置など

３．船舶 ボート、釣船、貸船など
４．航空機 飛行機、ヘリコプター、グライダーなど
５．車両および
　 運搬具

大型特殊自動車、構内運搬車、貸車など
※自動車税、軽自動車税の対象は除く

６．工具・器具
　 および備品

机、椅子、ロッカー、金庫、パソコン、テレビ、
冷蔵庫、陳列ケース、レジスター、コピー機など

問
い
合
わ
せ　
課
税
課　

　

 

４
４・０
２
１
１　

 

４
４・５
２
６
１

冬
の
恋
活
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
in
志
摩・償
却
資
産
の
申
告
に
向
け
た
お
知
ら
せ
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知って安心！

国民年金
◆�

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
本
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
全
額
（
過
年
度
分
や
追

納
分
含
む
）
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
領
収
証
書
な
ど
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
人
に
対
し
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の
証

明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

世
帯
主
は
家
族
（
世
帯
員
）
の
国
民
年

金
保
険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が

あ
り
、
夫
婦
は
お
互
い
の
保
険
料
を
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
た
め
、
ご
自

身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
な
ど

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
も
、
そ
の
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
家
族
あ
て

の
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会

は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（

 

０
５
７
０・
０
０
３・
０
０
４
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆�

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30

日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
位
置
付
け
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
公

的
年
金
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
老
後
の
生
活
設
計
を
考
え
る

「
年
金
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
公
的
年
金
制
度

の
意
義
や
し
く
み
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
年
金
記
録
が
確

認
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の
情
報

を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身
の
年
金

情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

期
間
や
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額

に
大
幅
な
変
更
が
あ
る
な
ど
、
特
に
ご
確

認
い
た
だ
き
た
い
年
金
記
録
が
あ
る
月

は
、
カ
ラ
ー
で
わ
か
り
や
す
く
表
示
し
て

い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
に
は

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登
録
に
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
・
ユ
ー
ザ
Ⅰ

D
の
取
得
と
い
う
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
も
し
く
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

ロ
グ
イ
ン
し
、「
も
っ
と
つ
な
が
る
」
画

面
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の
連
携

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ユ
ー
ザ
Ⅰ

D
の
取
得
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
と
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
用
意
の
上
、
登
録
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
登
録

は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

　
◆�

年
金
事
務
所
で
は
「
年
金
相
談
の
予
約
」

を
実
施
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
窓
口
で
、
年
金
請
求
の

手
続
き
や
受
給
し
て
い
る
年
金
に
つ
い
て

の
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
予
約

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
時
間
お
待

た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で

き
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
約
相
談
の
受
け
付
け
は
、
予
約
相
談

希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
で
す
。

　

予
約
受
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０・
０
５・
４
８
９
０
）
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

保険年金課年金係　  44・0213
　　　　　　　　  44・5260
伊勢年金事務所　  0596・27・3601 知

っ
て
安
心
！
国
民
年
金
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志
摩
市
で
は
月
に
1
回
、
保
健
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
す
る
中
、
自
分
で
は
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
大
変
な
体
験
や
生
活
環
境
の
変
化
は
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

心
や
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
や
睡
眠
・
休
養
を
と
る
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法

を
持
ち
、
気
分
転
換
を
図
る
な
ど
セ
ル
フ
ケ
ア
を
し
て
い
く
こ
と
は
大
事

で
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
気
を
付
け
て
い
て
も
こ
こ
ろ
の
調
子
を
崩
す

こ
と
は
あ
り
ま
す
。「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
い
う
時
は
、
周
囲
に
助
け
を

求
め
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
日
以
外
で
も
、
電
話
な
ど
で
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

志
摩
市
こ
こ
ろ
の
相
談

　
11
月
17
日
（
水
）
9
時
～
16
時

　
問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課　

　

 

４
４・
１
１
０
０　

 

４
４・
１
１
０
２

そ
の
ほ
か
の
相
談
先

伊
勢
保
健
所

　
月
～
金
曜
日　
8
時
30
分
～
17
時
対
応
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

 

０
５
９
６・
２
７・５
１
４
８

こ
こ
ろ
の
傾
聴
テ
レ
フ
ォ
ン

　
月
～
金
曜
日　
10
時
～
16
時
対
応
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

 

０
５
９・
２
２
３・５
２
３
７

　

 

０
５
９・
２
２
３・５
２
３
８

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
24
時
間
対
応

　

 

０
１
２
０・
２
７
９・
３
３
８

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

　

命
に
か
か
わ
る
大
切
な
検
診
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受

け
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ウ
ェ
ブ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

 

４
４・
１
１
０
５

　

 

４
４・
１
１
０
２

　
HP 

検
索

志
摩
市
が
ん
検
診

集
団
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

ご
注
意 

・�

対
象
年
齢
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

で
す
。

・�

集
団
、
個
別
を
問
わ
ず
、
同
じ
検
診
を
年
度
（
令
和

３
年
４
月
～
令
和
４
年
３
月
）
内
に
２
回
受
診
し
た

場
合
、
２
回
目
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・�

集
団
検
診
の
結
果
は
、
受
診
日
か
ら
約
１
か
月
後

に
自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

・�
健
康
保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。お
持
ち
で

な
い
場
合
は
、受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�
検
診
当
日
に
、
志
摩
市
に
住
所
の
あ
る
人
が
対
象

で
す
。

ウェブ予約は
24 時間受付です

　
現
在
、
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・

超
音
波
）
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

胃
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
受
付
中
で
す
。

年
間
予
定
は
５
月
中
旬
に
自
治
会
を
通

じ
て
配
布
し
た
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら

せ
」・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
役
所
本
庁
舎
・
各
支
所
で

も
お
知
ら
せ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

検診種別 対象年齢 とき・ところ

乳がん
（マンモグラフィ）

検診
40 歳以上で

偶数年齢の女性

11 月 21 日（日） 大王公民館 14時30分～15時、15時～15時30分

11 月 24 日（水） 阿児アリーナ 14時～14時30分
14時30分～15時、15時～15時30分

11 月 29 日（月） 阿児アリーナ
10時～10時30分、10時30分～11時
13時30分～14時、14時～14時30分
14時30分～15時、15時～15時30分

12 月 2 日（木） 阿児アリーナ
  9時30分～10時、10時～10時30分
10時30分～11時、11時～11時30分
13時30分～14時、14時～14時30分
14時30分～15時、15時～15時30分

乳がん（超音波）
検診

30 ～ 39 歳の女性、
41 歳以上で

奇数年齢の女性
12 月 3 日（金） サンライフあご 10時30分～11時、11時～11時30分

14時～14時30分、14時30分～15時

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て・集
団
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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新型コロナウイルス感染症に関連する
　　市内事業者向け新規支援事業

問い合わせ　商工課 　☎専用ダイヤル　 43・9050（ 44・0010）　 44・5262

三重県地域経済応援支援金とは
→�令和３年８月の三重県まん延防止等

重点措置および三重県緊急事態宣言
発出による飲食店の休業・時短営業、
外出自粛などの要請により、特に厳
しい状況にある県内の
幅広い事業者を対象と
して、三重県が実施す
る支援金

三重県酒類販売事業者等支援金とは
→�令和３年８月の三重県まん延防止等

重点措置および三重県緊急事態宣言
発出による飲食店の休業・時短営業、
酒類の提供自粛要請の影響により、
特に厳しい状況にある
県内の酒類販売事業者
などを対象として、三
重県が実施する支援金

くわしくはこちら

　令和 3 年 8 月の三重県まん延防止等重点措置および三重県緊急
事態宣言発出による飲食店の休業・時短営業、外出自粛などの要
請の強化により、特に厳しい状況にある市内事業者の事業継続を
支援するため、三重県が実施する「三重県地域経済応援支援金」
および「三重県酒類販売事業者等支援金」に上乗せして、支援金
を交付します。

■対象事業者（例）
　①飲食関連事業者
　　�カラオケ喫茶、食品加工、清掃、卸売、運転代行、生花店、

酒類販売 など
　②外出自粛関連事業者
　　�宿泊業、クリーニング、タクシー、土産物店、ガソリンス

タンド、キッチンカー、理美容 など
　※三重県による休業・時短要請の対象となる飲食店は除く
■�交付額　5 万円／月（上限 10 万円：対象月のうち、2 か月が支給

対象要件を満たせば 10 万円支給）
■申請締切　令和 3 年 12 月 28 日（火）
■申請方法（以下のいずれかの方法で申請）
　①インターネットでオンライン申請
　　（市ＨＰから申請可能）
　②�申請書に必要事項を記入し、必要な添付書類と一緒に商工課

窓口へ提出（申請書は市ＨＰからダウンロード可能）

■申請締切　
　令和 4 年 2 月 25 日（金）
■申請方法（以下のいずれかの方法で申請）
　①インターネットでオンライン申請
　　（市ＨＰから申請可能）
　②�申請書に必要事項を記入し、必要な

添付書類と一緒に商工課窓口へ提出
　　（申請書は市ＨＰからダウンロード可能）

　市民や志摩市を訪れた人が、安心して
利用できる市内飲食店や観光関連施設の
環境づくりを進めることを目的に、三重
県が定める「みえ安心おもてなし施設認
証制度（あんしんみえリア）」の認証基準
を満たした施設・事業を営む事業者を対
象に応援金を支給します。

みえ安心おもてなし施設認証制度
（あんしんみえリア）とは
→�三重県が感染防止対策に取り組む飲食店や観光関連

事業者を対象に、一定の基準に基づき安全安心を認証し、
　ステッカーを交付するとともに認証店を公開する制度です。
　※�飲食業事業者版と観光事業者版の２つの認証制度があります。
■各認証制度における対象事業者
認証制度名 対象事業者

飲食業事業者版
（飲食店向け）

飲食業に属する事業者（宅配専門店、
テイクアウト専門店、キッチンカーな
どは対象外）

観光事業者版
（観光事業者向け）

以下のいずれかの施設・事業を営む事業者
①宿泊施設②観光施設③土産物店
④体験事業

くわしくはこちら

■あんしんみえリア申請サポート
　市では、三重県に「あんしんみえリア」の申請を行う際の、
申請書の書き方などのサポートを実施しています。
　ご自身での申請が困難な場合は、ご活用ください。
問い合わせ　サポート事務局（一般社団法人志摩スポーツコミッション）
　  44・4450　  44・4460

市ＨＰ

市ＨＰ

くわしくはこちら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
市
内
事
業
者
向
け
新
規
支
援
事
業
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新型コロナウイルス感染症に関連する
　　市内事業者向け新規支援事業

問い合わせ　商工課 　☎専用ダイヤル　 43・9050（ 44・0010）　 44・5262

　市内店舗でお得にお買い物や食事ができるキャンペーンを
実施します。
　この機会に、市内店舗をたくさん利用し、お得なお買い
物と志摩の特産品などをお楽しみください！

※�参加店舗のお得
なサービス情報
など、くわしく
はこちら→

問い合わせ　志摩市商工会　  44・0700　  43・5146

　お得①：市内一斉お得サービスキャンペーン
　　→�キャンペーン期間中に、各参加店舗（48 店舗）で独自

のお得なサービスを実施

令和 3 年 11 月 3 日（水・祝）
　　　～ 11 月 14 日（日）

　お得②：プレゼントキャンペーン
　　→�参加店舗で 1,000 円以上お買い上げの人を対象に、

抽選で合計 54 人に以下の商品をプレゼント

等 商品名 当選者数
1 等 志摩観光ホテル ペアランチ券 1 名
2 等 水産高校共同開発商品詰め合わせセットなど 3 名
3 等 志摩の特産品・志摩ブランド認定品など 50 名

キャンペーン内容

キャンペーン期間

『見て ! 買って ! 食べて !』
　～ Shima のお店に行こう！

　　　　　　得とくキャンペーン～

しま緊急事態措置
特別支援金

■対象者（以下のすべての要件を満たす人）
  ①�市内に主たる事業所を有する中小法

人・個人事業者などであること
　　※一次産業を営む人は、法人のみとする。
　②�三重県地域経済応援支援金または三重

県酒類販売事業者等支援金の支給を受
けている人

　③�現在、市内で営業しており、今後１年
以上営業する予定である人

　④�市税の滞納がない人（徴収猶予の適用を
受けている場合は対象）

■�対象月　令和３年８月～ 10 月それぞれ
の売上高が、前年または前々年の同月と
比べて、30％以上の減少がある月

■対象者（以下のすべての要件を満たす人）
　①�「あんしんみえリア」の認証を取得した

店舗・事業所が市内にある人
　②�現在、市内で営業しており、「あんしん

みえリア認証店」として今後 1 年以上
営業する予定である人

　③�市税の滞納がない人（徴収猶予の適用を
受けている場合は対象）

■交付額
取得した認証制度 交付額
飲食業事業者版 ５万円
観光事業者版 ５万円

※�上限 10 万円（各認証制度１回ずつ交付可能）

あんしんみえリア
取得推進応援金

地区 参加店舗名

浜島町 ㈲肉の喜多家、BBQ ごらく、いづみ商店、
坂のうえ、NEMU RESORT

志摩町 ㈲べんのや酒店、ちょいと、菓子工房シマヤ、北井電器、
フラワーショップきちべ、フラワーショップほりぐち

大王町 ホテル＆レストラン槇之木

阿児町

焼肉呼子、Ricca Ricca、カフェルポゼ、
KANPAI ISESHIMA、山﨑屋、DEAR DANDY、
料理旅館賢島グランドホテル、ASUKA、
丸仙製パン㈱、かいほう、岡﨑商店、メデリン珈琲店、
Shima めがね、精肉ひきた、よこやま㈱、
稲葉テレビサービス、肉よし、井上真珠、
近鉄賢島カンツリークラブ、ハナコー生花、㈲花屋敷、
Maki’s Bakery、洋菓子の店エンゼル、パスタ屋 Michelle、
お菓子職人おとべ、shima フレンチ食堂 norpol、
ファッションニシザキ、プティレストラン宮本、
クインテッサホテル伊勢志摩（大浴場・湯とりえ、トゥリーオブライフ）

磯部町
はたき米店、コスモスベリーズ志摩店、
伊勢志摩みやげセンター王将道の駅店、㈲竹内餅店、
川うめ、BARBER HOUSE やました

※順不同

新
型
コ
ロ
ナ
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ル
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染
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「
障し

ょ
う

害が
い

者し
ゃ

週し
ゅ
う

間か
ん

」
は
、
障し

ょ
う

が
い
者し

ゃ

の
福ふ

く

祉し

に
つ
い
て
の
関か

ん

心し
ん

と
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
、
社し

ゃ

会か
い
・
経け

い

済ざ
い
・
文ぶ

ん

化か

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

の
活か

つ

動ど
う

に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
参さ

ん

加か

す
る
意い

欲よ
く

を
高た

か

め
る
こ
と
を
目も

く
的て

き
と
し
た
期き

間か
ん

で
す
。

　

障し
ょ
う

が
い
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知し

っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今こ
ん

回か
い

は
基き

幹か
ん

相そ
う

談だ
ん

支し

援え
ん
事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ
の
、「
志し

摩ま

市し

障し
ょ
うが
い
者し

ゃ
相そ

う
談だ

ん

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー
こ
だ
ま
」
を
紹し

ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

「
こ
だ
ま
で
行お
こ
なっ

て
い
る
こ
と
」

　

こ
だ
ま
は
、
平へ
い

成せ
い

23
年ね

ん

か
ら
志し

摩ま

市し

の

委い

託た
く
を
受う

け
、
志し

摩ま

市し

の
障し

ょ
うが
い
者し

ゃ
（
児じ

）

と
、
そ
の
ご
家か

族ぞ
く

の
相そ

う

談だ
ん

に
応お

う

じ
、
専せ

ん

門も
ん

性せ
い

の
高た

か

い
総そ

う

合ご
う

的て
き

な
支し

援え
ん

を
行

お
こ
な

っ
て
い
ま

す
。

　

相そ
う

談だ
ん

内な
い

容よ
う

は
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
困こ

ま

り
ご
と
や

福ふ
く

祉し

制せ
い

度ど

に
関か

ん

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

虐ぎ
ゃ
く

待た
い
・
差さ

別べ
つ

に
関か

ん

す
る
こ
と
ま
で
様さ

ま

々ざ
ま

あ

り
、
ほ
か
の
機き

関か
ん

と
連れ

ん

携け
い

し
な
が
ら
解か

い

決け
つ

に
向む

け
て
対た

い
応お

う
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障し
ょ
うが

い
福ふ

く

祉し

事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ

に
向む

け
た

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

の
開か

い

催さ
い

や
、
各か

く

事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ

が
抱か

か

え
る

課か

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

す

る
た
め
の
相そ
う

談だ
ん

を
受う

け
付つ

け
て

い
ま
す
。

「
こ
だ
ま
か
ら
ひ
と
こ
と
」

　

こ
だ
ま
で
は
、
障し

ょ
うが

い
の
あ
る
人ひ

と

た
ち

が
、
住す

み
慣な

れ
た
地ち

域い
き

で
安あ

ん

心し
ん

し
て
生せ

い

活か
つ

を
送お

く

れ
る
よ
う
『
断こ

と
わ

ら
な
い
相そ

う

談だ
ん

支し

援え
ん

』

を
理り

念ね
ん

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
手て

伝つ
だ

い

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と

迷ま
よ

っ
た
と
き
に
は
、
一い

ち

度ど

お
話は

な
しし
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
お
気き

軽が
る

に
ご
相そ

う
談だ

ん
く
だ
さ
い
。

問と

い
合あ

わ
せ

　

志し

摩ま

市し

障し
ょ
うが

い
者し

ゃ

相そ
う

談だ
ん

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー

こ
だ
ま

　

 

４
４・
３
８
８
０

　

 

４
４・
３
８
８
５

　

障し
ょ
うが
い
福ふ

く

祉し

サ
ー
ビ
ス
や
市し

内な
い

の
事じ

業ぎ
ょ
う

所し
ょ
は
、「
志し

摩ま

市し

障し
ょ
うが
い
福ふ

く
祉し

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

課か

ま
た
は
市し

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧ら
ん

い

た
だ
け
ま
す
。

問と

い
合あ

わ
せ　
地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

課か

　

 

４
４
･
０
２
８
３

　

 

４
４
･
５
２
６
０

　

 chiikifukushi@
city.shim

a.lg.jp

12
月が

つ

３
日に

ち

か
ら
９
日に

ち

は
「
障し

ょ
う

害が
い

者し
ゃ

週し
ゅ
う

間か
ん

」
で
す

糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て

　
11
月
８
日
（
月
）
～
14
日
（
日
）
は
「
全

国
糖
尿
病
週
間
」、
11
月
14
日
（
日
）
は
世

界
糖
尿
病
デ
ー
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
健
康
で
元
気
に
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
糖
尿
病
の
予
防
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
と
は
？

　
糖
尿
病
は
、血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖（
血
糖
）

が
過
剰
と
な
っ
た
状
態
（
高
血
糖
）
が
続

く
病
気
で
す
。
血
糖
が
高
い
状
態
が
長
時

間
続
く
と
、
全
身
の
血
管
が
次
第
に
障
害

さ
れ
て
様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に

病
状
が
進
む
の
が
糖
尿
病
の
怖
い
と
こ
ろ

で
す
。

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症　

 

神
経
の
症
状
（
糖
尿
病
性
神
経
障
害
）

　

手
足
の
し
び
れ
や
痛
み
、
感
覚
低
下
、

起
立
性
低
血
圧
、
便
秘
・
下
痢
、
膀
胱
障

害
な
ど
。

 

目
の
症
状
（
糖
尿
病
性
網
膜
症
）

　

網
膜
の
細
い
血
管
が
障
害
さ
れ
、
視
力

低
下
に
つ
な
が
る
。

 
腎
臓
の
症
状
（
糖
尿
病
性
腎
症
） 

　

腎
臓
の
細
い
血
管
が
目
詰
ま
り
し
、
ろ

過
で
き
な
く
な
っ
た
毒
素
が
体
内
に
溜
ま

る
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
治
療
が
な
く
、
糖

尿
病
を
発
症
す
る
と
、
５
年
後
に
神
経
障

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　

 

４
４・
１
１
０
０　
　

 

４
４・
１
１
０
２

害
、
10
年
後
に
網
膜
症
、
15
年
後
に
腎
症

と
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
と
言
わ
れ
ま
す
。

50
歳
代
か
ら
増
え
る
糖
尿
病

　

令
和
２
年
度
の
志
摩
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
お
け
る
糖
尿
病
患
者
の
割
合
は

11
．
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
別
に
み

て
も
男
女
と
も
50
歳
を
超
え
る
と
、
糖
尿

病
を
発
症
し
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
予
防
・
重
症
化
予
防
の
た
め
に

 

健
康
診
断
を
受
け
る
！

　

１
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
て
、

健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

 

血
糖
値
やHbA1c

値
が
気
に
な
っ
た
ら
…

　

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
志
摩
医
師
会
と
連
携
し
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
で
は
、
検
査
結
果
を
見
な

が
ら
腎
臓
の
機
能
低
下
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
な
薬
に
よ
る
治
療
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症

な
ど
の
包
括
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
生
活
習

慣
や
食
事
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課

　

 

４
４・
１
１
０
０

　

 

４
４・
１
１
０
２

こだま入
いり

口
ぐち

12
月
３
日
か
ら
９
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す・糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
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あ
な
た
の
周
り
の
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
感
じ
た
ら
、
次
の
各
相
談
窓
口

に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
か

ど
う
か
は
、
連
絡
を
受
け
た
側
が
確
認
・

調
査
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
虐
待
が
な
く

て
も
、
善
意
で
連
絡
し
た
限
り
、
責
任
を

問
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
の
被
害
者
の
多
く
は
自
分
か
ら
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
虐
待

を
受
け
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
に
も

相
談
で
き
ず
に
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
を

抱
え
て
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
家
族
も

い
ま
す
。
迷
わ
ず
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、“
よ
き
支
援
者
”
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

虐
待
の
種
類

①�

身
体
的
虐
待　
　
「
殴
る
」「
蹴
る
」
な

ど
、
身
体
に
外
傷
が
生
じ
る
お
そ
れ
の

あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と

②�

心
理
的
虐
待　
　
「
無
視
す
る
」「
脅
す
」

「
傷
つ
く
こ
と
を
何
度
も
言
う
」
な
ど
、

著
し
く
心
理
的
な
傷
を
与
え
る
こ
と

　
�　

子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
、
き
ょ
う
だ
い
に

虐
待
行
為
を
行
う
こ
と
（
子
ど
も
虐
待

に
該
当
）

②�

性
的
虐
待　
　

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す

る
こ
と
、
ま
た
は
、
わ
い
せ
つ
な
行
為

を
さ
せ
る
こ
と

③�

ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
保
護
の
怠
慢
・

拒
否
）　　
「
適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を

し
な
い
」「
病
気
に
な
っ
て
も
医
者
に

み
せ
な
い
」「
放
置
す
る
」
な
ど
、
介

護
や
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く

怠
る
こ
と

⑤�

経
済
的
虐
待　
　
「
年
金
を
本
人
の
意

思
に
反
し
て
使
用
す
る
」
な
ど
、
金
銭

の
不
当
使
用
を
行
う
こ
と

　
　
　
（�

高
齢
者
虐
待
、
障
が
い
者
虐
待

に
該
当
）

「
虐
待
か
も
…
」
そ
う
感
じ
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
迷
わ
ず
連
絡
（
相
談
）
を

生命の危険など緊急性が高い場合は警察（１１０番）または救急（１１９番）へ！

子ども虐待
▶「子ども虐待」とは、「子ども
の心や体の健やかな育ちを極端
に損ねる行為」のことです。
▶体罰等、保護者はしつけのつ
もりであっても、結果的に言動
が子どもの育ちに悪影響を与え
ているとすれば、それは虐待と
なります。

こども家庭課
 44･0282　  44･5260

南勢志摩児童相談所
 0596･27･5143

1
いち

8
はや

9
く

（近くの児童相談所）

障がい者虐待
▶「障がい者虐待」とは、「障がい
者の尊厳を害し、自立と社会参加を
阻止する行為」のことです。
▶障がい者の特性から、自分にされ
ていることが、虐待と認識できない
場合もあります。また、家庭だけで
なく、施設や就労現場が虐待の現場
となり得ることもあります。

志摩市障がい者虐待防止センター
（志摩市障がい者相談支援センター 
こだま）

 44･3880　  44･3885
※休日 ･ 平日夜間

 080･3622･4875

高齢者虐待
▶「高齢者虐待」とは、「高齢者が
身近な人から不当な扱いを受けて心
身に傷を負い、基本的人権を侵害さ
れ、高齢者の健康や生活が損なわれ
ること」です。
▶虐待を受けている人が要介護状態
や認知症のために虐待されているこ
とを訴えられないことがあります。

介護 ･ 総合相談支援課
（志摩市地域包括支援センター）
※�担当地区 : 阿児町 ･ 大王町 ･ 志摩町

 44･0284　  44･5260
浜島 ･ 磯部地域包括支援センター
※担当地区 : 浜島町 ･ 磯部町

 68･2211　  68･7755

「
虐
待
か
も・・・」そ
う
感
じ
た
ら
、迷
わ
ず
連
絡（
相
談
）を
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問
い
合
わ
せ　

　
消
防
本
部　
予
防
課

　

 

４
３・
２
４
０
６

　

 

４
３・
１
４
２
３

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
税
の
控
除
を
受

け
ら
れ
る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
】

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
で
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請

に
よ
り
税
法
上
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件

　
令
和
３
年
12
月
31
日
時
点
に
お
い
て
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の
障
が
い

が
一
定
以
上
の
基
準
に
該
当
す
る
人
（
要
支

援
者
は
除
く
）

※�

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
し

も
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※�

既
に
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
】

　
傷
病
に
よ
り
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
た

め
、
お
む
つ
が
必
要
と
医
師
が
認
め
た
人
の

お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
次
の
対
象
と
な
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
「
お

む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除
の
確
認

書
」
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件

　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
一
定

の
基
準
を
満
た
す
人

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

②�

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
際
に
作

成
さ
れ
た
主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
、
心

身
の
障
が
い
が
一
定
の
基
準
に
該
当
し
、

尿
失
禁
の
可
能
性
が
確
認
で
き
る

③�

お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
で
あ
る

※�

初
め
て
、
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
市
で
は
こ
の
確
認
書
を
交
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
で
証
明
書

を
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�

証
明
書
の
様
式
は
、
介
護
・
総
合
相
談
支

援
課
ま
た
は
各
支
所
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

に
あ
り
ま
す
。

【
両
控
除
共
通
】

申
し
込
み
方
法

　
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。
申
請
書
を
受

理
し
て
か
ら
一
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
税
金
の
控
除
が

必
要
で
な
い
人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

　
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課

　

 

４
４・
０
２
８
４

　

 

４
４・５
２
６
０

　

 kaigosogo@
city.shim

a.lg.jp

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

11
月
９
日
～
15
日
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
70
％
は
、

高
齢
者
65
歳
以
上
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
す
。
平
成
23
年
に
既
存
住
宅
を
含
む

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
に
よ
り
火
災
に
よ
る
死
者
が
約

33
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
奏
功
事
例

　

消
防
本
部
管
内
で
実
際
に
あ
っ
た
、
火

災
の
早
期
発
見
に
よ
り
大
事
に
至
ら
な

か
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
１　

就
寝
中
（
一
人
暮
ら
し
）
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
動
し
、
テ
レ
ビ
台

な
ど
が
燃
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
隣
人
に

助
け
を
求
め
、
隣
人
が
消
火
し
た
。

事
例
２　

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
中
に
家
人

が
外
出
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
鳴
動
に

よ
り
隣
人
が
火
災
に
気
づ
き
、
消
火
し
た
。

事
例
３　

２
階
で
充
電
中
の
掃
除
機
か
ら

出
火
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
動
し
、

１
階
に
い
た
家
人
が
火
災
に
気
づ
き
、
消

火
し
た
。

感
染
防
止
も
火
災
予
防
を
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
す
る
上

で
、
次
の
感
染
防
止
対
策
は
火
災
予
防
上

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
飛
沫
防
止
用
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
」

　

火
気
を
使
用
す
る
設
備
や
熱
源
の
近
く

に
設
置
し
な
い
。
設
置
す
る
際
は
燃
え
に

く
い
素
材
や
板
状
の
も
の
が
望
ま
し
い
。

「
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
」

　

火
気
の
近
く
で
使
用
せ
ず
、
設
置
・
保

管
す
る
際
は
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や

高
温
と
な
る
場
所
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

「
在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー
ク
」

　

在
宅
勤
務
な
ど
に
よ
り
、
職
場
の
防
火

管
理
者
や
火
元
責
任
者
が
不
在
と
な
る
場

合
は
、防
火
管
理
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

「
営
業
時
間
短
縮
・
臨
時
休
業
」

　

臨
時
休
業
な
ど
で
長
期
間
無
人
に
な
る

場
合
は
、
火
の
元
や
放
火
対
策
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ・11
月
９
日
～
15
日
は
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す

14



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
を
お
忘
れ
で
は

な
い
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
受
け
取
り
が
ま
だ
の
人
へ

　

受
け
取
り
の
お
知
ら
せ
が
届
い
て
る

が
、
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
知
ら
せ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

予
約
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
方
法

　

申
請
後
、
1
ヶ
月
～
1
ヶ
月
半
程
度
で

受
け
取
り
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
お
電
話
で
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
け
取
り
は
市

役
所
1
階
の
市
民
課
窓
口
の
み
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
と
は

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
よ
り
無

料
で
交
付
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
顔

写
真
入
り
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
住
民
票
な

ど
の
各
種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

勤
務
先
や
通
学
先
、
昼
休
み
や
仕
事
帰

り
な
ど
、
都
合
の
良
い
場
所
や
時
間
帯
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
便
利
で

す
。

　

ぜ
ひ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成

し
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
※�

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し
て
あ
る

店
舗
に
限
り
ま
す

利
用
で
き
る
時
間

　

6
時
30
分
～
23
時
（
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
日
は
除
く
）

※�

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
、
戸

籍
の
附
票
の
写
し
は
9
時
～
17
時
（
土

日
・
祝
日
、
12
月
29
日
～
翌
年
1
月
3

日
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日

は
除
く
）

問
い
合
わ
せ

　
市
民
課

　

 

４
４・
０
２
１
０

　

 

４
４・５
２
６
０

　

カ
ー
ド
表
面
に
は
、
ご
自
身
の
顔
写
真

と
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
情

報
が
載
っ
て
お
り
、
本
人
確
認
の
た
め
の

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
に
よ
り
、
税
な

ど
の
法
令
で
定
め
ら
れ
た
手
続
き
を
行
う

際
に
必
要
と
な
る
ご
自
身
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
証
明
に
利
用
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

①�

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
各
種
証
明
書

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

②�
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
ま
す

③�
e
ーTax

な
ど
の
電
子
申
請
に
利
用
で

き
ま
す

④�

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
予
定
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
申
請
が
で
き
ま
す
。

①
申
請
書
を
郵
送

②
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請　

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
請

④
ま
ち
な
か
の
証
明
写
真
機
か
ら
申
請

※
一
部
の
写
真
機
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん

マイナンバー
カードを

作ろう！！

11月は 8020推進月間 です
8020 運動とは…
　「80 歳になっても 20 本以上の歯を保とう」という運動です。
　健康で豊かな生涯を送るには、自分の歯でよく噛んで食べることが大切です。20 本
以上の歯があれば、ほぼ満足できる食生活が送れます。
　生涯、自分の歯で食べる楽しみが味わえるように、はじめましょう！
　歯とお口の健康づくり！

問い合わせ　健康推進課　  44・1100　  44・1102

この機会にご家族で『歯とお口の健康』を見直してみませんか？ かかりつけ歯科医を持ち
定期健診を受けましょう !!

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？・11
月
は
８
０
２
０
推
進
月
間
で
す
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３、職員の分限処分および懲戒処分の状況 ４、公平委員会の業務の状況

（８） 職員手当� 令和 3 年 4 月 1 日現在
区分 内　　　　　　　　容

扶養手当

配偶者 月額 6,500 円
子 月額 10,000 円
父母など 月額 6,500 円
特定期間（★）の子 加算額 月額 5,000 円
★　満 15 歳に達する日後の最初の 4 月 1 日から満 22 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日までの間。

住居手当 借家居住者 月額の家賃が 16,000 円を超えるとき   最高支給限度額 月額 28,000 円

通勤手当 交通機関（電車・バスなど）利用者             最高支給限度額 月額 55,000 円
交通用具（自動車・バイクなど）使用者　    距離区分に応じて 月額 2,000 ～ 31,600 円

期末・
勤勉手当

期末 勤勉 計
6 月期 1.275 月分 0.950 月分 2.225 月分
12 月期 1.275 月分 0.950 月分 2.225 月分
計 2.550 月分 1.900 月分 4.450 月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

退職手当

自己都合 応募認定・定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
定年前早期退職の場合、特例措置（2 ～ 30％加算）があります。
※本市では、三重県市町総合事務組合の退職手当支給事業に加入しており、支給率は同組合の支給条例に基づくものです。
前年度退職者 自己都合 応募認定・定年
１人当たりの平均支給額 968 千円 20,102 千円

※ 上記のほかに、時間外勤務手当、特殊勤務手当、管理職手当などがあります。

（１） 分限処分者数� 単位：人
区分 分限の理由 免職 降任 休職 降給 計

令和
2 年度

勤務成績が良くない 0 0 0 0 0
心身の故障 0 0 18 0 18
職に必要な適格性を欠く 0 0 0 0 0
刑事事件に関し起訴された 0 0 0 0 0

計 0 0 18 0 18
※�分限処分とは、公務能率の維持向上を目的に、職員がその職責を十分に果たすこと

ができないなどの一定の事由がある場合に行う処分です。

（１） 勤務条件に関する措置の要求の状況
勤務条件に関する措置要求制度は、職員から勤務
条件に関し、適当な行政上の措置を求める要求が
あった場合に、公平委員会が必要な審査をした上
で判定を行い、事案の解決に当たるものです。
職員の勤務条件に関する措置の要求の状況

（令和２年度）
措置要求件数 処理件数

0 0

（２） 不利益処分に関する審査請求の状況
不利益処分についての審査制度は、職員から懲戒
その他職員の意に反する不利益な処分を受けたと
して審査請求があった場合、公平委員会が審査し、
その結果に基づいてその処分を承認し、修正し
または取り消す判定を行うものです。
職員に対する不利益処分についての審査請求の状況

（令和２年度）
審査請求件数 処理件数

0 0

（２） 懲戒処分者数� 単位：人
区分 懲戒の理由 免職 停職 減給 戒告 計

令和
2 年度

法令に違反した（交通事故など含む） 0 0 1 0 1
職務上の義務違反または職務を怠った 0 0 0 0 0
全体の奉仕者にふさわしくない非行 0 0 0 0 0

計 0 0 1 0 1
※�懲戒処分とは、規律と公務遂行の秩序を維持することを目的に、職員が法令違反な

どの一定の義務違反に対し、道義的責任を問う処分です。

2、職員の採用、退職の状況
（１） 職員の採用状況（令和 3 年 4 月 1 日採用）� 単位：人

職種
採用人数 受験

者数男 女 計
事務職員 11 5 16 112
保育士・幼稚園教諭 1 2 3 5
看護師 0 2 2 3
看護助手 0 2 2 2
作業療法士 0 1 1 1
消防吏員 4 0 4 —

計 16 12 28
※ 消防吏員については統合前の旧志摩広域消防組合で試験を実施しました。

（２） 職員の退職の状況
年度 区分 男 女 計

令和 2 年度

定年退職 3 7 10
応募認定退職 5 5 10
普通退職など 1 7 8

計 9 19 28

単位：人

志
摩
市
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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（３） 一般行政職の初任給� 令和 3 年 4 月 1 日現在
区分 大学卒 高校卒

志摩市 182,200 円 154,900 円
三重県 189,200 円 154,900 円

国 一般職 182,200 円 一般職 150,600 円

（２） 平均給料月額、平均給与月額、平均年齢� 令和 3 年 4 月 1 日現在
区分 志摩市 三重県

一般行政職
平均給料月額 315,738 円 337,851 円
平均給与月額 371,840 円 449,492 円
平均年齢 41.7 歳 44.0 歳

技能労務職
平均給料月額 283,265 円 ―
平均給与月額 311,603 円 ―
平均年齢 49.7 歳 ―

※給与とは、基本給である給料に諸手当を加えたものです。

1、職員数・給与などの状況
（１） 部門別職員数� （単位：人）各年 4 月 1 日現在

部門 区分
職員数 対前年

増減数
主な

増減理由令和２年 令和３年

一
般
行
政
部
門

議会 5 5 0
◆
業
務
の
見
直
し
・
効
率
化
、
退
職
職
員
の
不
補
充
な
ど
に
よ
る
減

総務 127 125 △ 2
税務 23 23 0
農林水産 22 21 △ 1
商工 13 14 1
土木 33 32 △ 1
民生 137 136 △ 1
衛生 58 59 1
小  計 418 415 △ 3

教育部門 88 90 2
消防 147 147

公
営
企
業
等

病院 87 89 2
水道 22 23 1
下水道 5 5 0
その他 25 24 △ 1
小  計 139 141 2

合    計 645
［650］

793
［800］

148
［150］

※職員数は一般職に属する職員数です。
※［　　］内は、条例定数の合計です。
※令和 2 年の職員数には、統合前の旧志摩広域消防組合の職員は含まれていません。

（５） ラスパイレス指数の状況	

95

95.5

96

96.5

97

97.5

98

98.5

99

99.5

100

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

97.5

96.9 96.8

98.1 98 98

99.1 99.1 99.1

97.4

97.9

97.6

97.7

98.9 98.9

志摩市

類似団体

全国平均

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数をいいます。

※�類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパ
イレス指数を平均したものです。

6,000

5,500

5,000

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

0.0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

14.0％

16.0％

1,000
（百万円）

人件費 内職員給 歳出総額に占める職員給の割合
28年度 29年度 30年度 令和元年度 令和２年度

4,336 4,278 4,243

5,042

2,899 2,855 2,802 2,821 3,013

4,252

※�人件費には、市長、議員などに支給される給料、報酬などや共済組
合などへの負担金が含まれます。

※�令和 2 年度からは会計年度任用職員に支給される給料、報酬など
や共済組合などへの負担金も含まれます。

（７） 特別職の給与・報酬など� 令和 3 年 4 月 1 日現在
役職 給料月額等 期末手当支給割合

市　長 900,000 円 6 月期 1.90 月分
副市長 700,000 円 12 月期 2.05 月分
教育長 600,000 円 　　計 3.95 月分 令和 2 年度支給割合
議　長 470,000 円 6 月期 1.40 月分
副議長 399,000 円 12 月期 1.55 月分
議　員 370,000 円 　　計 2.95 月分 令和 2 年度支給割合

※期末手当支給時に加算措置があります。
※�市長・副市長の期末手当については、新型コロナウイルス感染症対策の財源に充てることを目的とした減額措置を行い、市長は 6 月分を 50％、

12 月分を 0％の支給とし、副市長は 6 月分を 70％の支給としました。　

（４） 一般行政職の経験年数別平均給料月額� 令和 3 年 4 月 1 日現在

区分
経験年数

10年 20年 25年 30年

志摩市
大学卒 251,700 円 347,629 円 364,033 円 402,900 円
高校卒 ―  　円 311,350 円 ―  　円 356,275 円

志摩市の適正な人事運営を確保するため、市職員の任免や給与、勤務条件などの状況をお知らせします。
積極的に情報公開や情報提供を進めることで、理解と信頼が得られるよう市政運営を進めていきます。
くわしくは、市ホームページをご覧ください。

総務課　 44・0201　 44・5252

志摩市の人事行政の運営状況をお知らせします

（６） 人件費の状況（各年度普通会計決算統計より）

志
摩
市
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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志摩市民病院だより

地域包括支援センターは高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!
地域包括支援センターかわら版

　志摩市では、認知症について正しく理解し、日常生活の中で認知症の人や
その家族を温かい目で見守る応援者「認知症サポーター」の養成出前講座を
行っています。皆さんも認知症を学び、認知症サポーターとして地域や職場
で支え合う一員になりませんか？

対象者：市内の各種団体、企業、学校、友人の集まりなどのグループ（5人以上)
内　容：�認知症の理解(症状や接し方)　認知症サポーターとしてできることなど
　　　　講師　地域包括支援センター職員　所要時間　60～90分程度
　　　　�団体が集まっている場(施設)へ講師派遣します(会場は各自ご準備ください)
申し込み：�開催希望日の1か月前までに志摩市地域包括支援センターにお申し込みください
　　　　(原則、土日・祝日を除く)
その他：�オンライン(Zoom)での受講を希望の場合はご相談ください

志摩市地域包括支援センター（担当地区：阿児・大王・志摩）　  44・0284　  44・5260
浜島・磯部地域包括支援センター（担当地区：浜島・磯部）　　  68・2211　  68・7755

認知症サポーター養成
出前講座のご案内

問い合わせ　志摩市民病院　  72・5555　  72・3949

志摩市民病院の休日夜間診療
※�休日や夜間に具合が悪くなった人に応急処置をしますので、ご来院前には必ず電話でお問い合わせ

ください。

【午前】
受付時間：8時～
　　　　　11時30分
診療時間：9時～12時

【午後】
受付時間：13時～
　　　　　16時30分
診療時間：13時30分
　　　　　～17時
急を要する患者について
は、この限りではありま
せん

志摩市民病院　外来担当医表【○通常診療（初診・再診）・予約診療】
医　師 月 火 水 木 金

江角院長
（総合診療）

午前 ○ ○ ○
午後 ○ ○

土田医師
（総合診療）

午前 ○
（第2・4・5） ○ ○

午後 ○ ○
（第1･3）

予約診療
（肩こり・腰痛外来）

江角浩安医師
（総合診療）

午前 ○ ○
午後 ○ ○ ○

代務医師
（総合診療） 午前 ○

（月1回）

代務医師
（循環器）

午前 予約診療 予約診療
午後 予約診療 予約診療

皆で知ろう！
学ぼう！認知症

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ら
版
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水産高校コラム

～
ご
み
減
量
の
た
め
に
各
種
助
成
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

資
源
と
ご
み
通
信

◆
生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
金

　
ご
み
減
量
化
対
策
と
し
て
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
の
普
及
を
図
る
た
め
購
入
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
請
し
て
い
た
だ

き
、
生
ご
み
減
量
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦�

助
成
対
象
機
器

　
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

◦�

助
成
金
額

　

�

購
入
価
格
×
１
／
２

　
※
購
入
価
格
は
消
費
税
を
除
く

　
※
上
限
３
０
，０
０
０
円

◦�

助
成
対
象
者

　

�

市
内
に
在
住
す
る
世
帯
主
で
処
理
機
を

購
入
し
た
人

◦�

助
成
条
件

　
1
世
帯
当
た
り
5
年
間
で
1
基

◦�

申
請
方
法

　
�

申
請
書
に
世
帯
主
の
名
前
で
購
入
し
た

領
収
書
を
添
付
し
、
ご
み
対
策
課
ま
た

は
各
支
所
に
申
請

※�

申
請
書
は
ご
み
対
策
課
ま
た
は
、
各
支
所

で
受
け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
資
源
回
収
団
体
へ
の
助
成

　

市
で
は
、
資
源
物
（
び
ん
類
や
布
類
な

ど
）
を
集
団
回
収
し
て
い
る
団
体
に
対

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護

者
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
団
体
が

資
源
を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
、
資
源
物
を
回
収
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
回
収

量
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
物
を

資
源
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
の

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
、
再

生
資
源
回
収
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　
ご
み
対
策
課
（
阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

　

 

４
３
・
７
９
４
０

　

 

４
３
・
７
９
４
１

対象団体 市内の営利を目的
としない団体

対象資源
紙類（新聞、雑誌、段
ボール、飲料用パック、
シュレッダー紙など）

奨励金額
回収量 1kg 当り 5
円、びん類は 1 本
3 円

申請方法 資源を引き渡し後
に申請

備　　考 事前に団体登録が
必要

　

水
産
高
校
で
は
、本
年
度「
実
社
会
と
の

接
点
を
重
視
し
た
課
題
解
決
型
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
係
る
実
践
研
究（
文
部
科
学
省
指

定
事
業
）」に
向
け
て
、１
年
生
の
生
徒
が
志

摩
市
議
会
の
傍
聴
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
傍
聴
に
参
加
し
、近
年
志

摩
地
域
の
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
、要
因
と
し
て
磯
焼
け
の
進
行
が
進
ん

で
い
る
こ
と
、そ
し
て
そ
の
対
策
を
求
め

る
地
域
の
声
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、志
摩

市
の
取
り
組
む
課
題
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、９
月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、志

摩
市
の
産
業
を
支
え
る
水
産
業
の
衰
退
に

つ
い
て
の
ご
意
見
に
加
え
、地
域
の
魅
力

発
信
の
必
要
性
や
若
い
世
代
が
市
外
へ
流

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
、防
災
に
つ

い
て
な
ど
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
に
い

た
だ
い
た
ご
意
見
を
有
益
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、志
摩
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
課

題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
校
と
し
て
取
り
組
む
研
究

活
動
に
つ
い
て
、よ
り
具
体
的
な
ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
ら
、下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

議
会
で
志
摩
市
を
知
る

水
産
高
校
コ
ラ
ム・資
源
と
ご
み
通
信
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私
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
観
光
業
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
働
き

始
め
て
数
年
後
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
要
介
護
状
態
と
な
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
寄
り
添
っ
て
介
護
す
る
姿
を
頻
繁
に
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
週
に
何
度
か

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
送
り
出
し
て
い
る
と
、
福
祉
の
仕
事
っ

て
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
ぁ
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
2
級
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
取
得
し
な
が
ら
、
福
祉
の
仕
事
に
転
職
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
得
後
、
３
年
の
実
務
経
験
を
経
て
新
た

な
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
国
家
資
格
で
あ
る
介
護
福
祉
士
を
取
得
し

ま
し
た
。
更
に
そ
の
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
の

資
格
も
取
得
し
、
現
在
は
志
摩
の
里
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
ま

す
。

　

資
格
や
そ
の
取
得
方
法
も
経
年
で
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
福
祉
の
仕

事
は
、
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
が
で
き
、
そ
の
目
標
に
向
け
て
自
分
自

身
を
高
め
て
い
く
事
が
で
き
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
の
福
祉
の

仕
事
の
原
点
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
寄
り
添
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
ご
利
用
者
・
ご
家
族
に
寄

り
添
い
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

   

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー　

	介
護
支
援
専
門
員　
小こ

村む
ら　

か
お
り

意
志
や
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
い
い

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長

田た

畑ば
た　

好よ
し

基き

　
私
が
尊
厳
死
協
会
に
入
会
し
た
の
は
、
今
か
ら
15
年
前
の
平
成
18
年
で
し
た
。

　

最
初
に
こ
の
協
会
を
見
つ
け
た
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
で
し
た
。
尊
厳
死
協
会

と
い
う
名
前
か
ら
し
て
「
新
興
宗
教
団
体
か
？
」
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
記
事
を

読
む
と
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　
三
重
県
は
東
海
支
部
に
属
し
、年
に
1
回
津
市
で
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
た
め
、
協
会
の
視
察
の
つ
も
り
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
当
時
の
東
海
支
部
理
事
長
で
あ
っ
た
人
は
愛
知
県
の
女
性
で
弁
護
士
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。こ
の
方
の
ご
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、人
格
的
に
も
さ
わ
や
か
で
し
た
。

私
が
し
た
質
問
に
も
快
く
答
え
て
く
だ
さ
り
、
私
を
東
海
支
部
の
理
事
に
お
誘
い
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
一
緒
に
東
海
支
部
の
活
動
を
し
て
い
た
時
も
、「
私
は
延
命
医
療
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
大
王
町
に
別
荘
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
は
県
立
志
摩
病
院
に
来
て
く
だ
さ
り
、
協
会
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
ち
ょ
っ
と
体
調
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
翌
年
早
々
に
難
病
で
あ
る
と
診
断
さ

れ
、
医
師
か
ら
余
命
は
長
く
な
い
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
急
転
に
よ
り
、「
延
命
医
療
は
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
方
が
、「
1
日
で
も
長
く

生
き
た
い
」
に
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
自
然
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

　

自
分
の
人
生
が
ど
う
急
変
す
る
か
は
予
測
不
能
で
す
か
ら
、
好
き
な
こ
と
は
で
き
る
だ
け

実
行
し
て
お
い
て
、
何
が
起
こ
っ
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

シ
リ
ー
ズ

第
１
１
３
回

医
療・福
祉・介
護
の
現
場
か
ら
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市
長
コ
ラ
ム

vol.12

自
慢
で
き
る

　
　
志
摩
市
を
創
る

　

市
で
は
追
加
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
10
月
9
日
を
持
っ
て
終
了
し
、志

摩
市
民
の
約
80
％
以
上
の
方
が
接
種
さ
れ
ま
し
た
。医
療
従
事
者
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
も
自
慢
の
ま
ち
を
作
る
た
め
の
政
策
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。市
内
各
地
区
に
お
け
る
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に

「
行
政
の
チ
ェ
ン
ジ
」を
行
い
ま
す
。

　
定
期
的
に
各
支
所
で
市
長
執
務
と
し
て
の
勤
務
時
間
を
設
け
て
お

り
、各
地
区
の
特
性
や
課
題
を
把
握
し
、特
性
を
生
か
す
た
め
の
支
所

の
機
能
拡
充
や
課
題
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
は
、各
地
域
の
課
題
解
決
が
加

速
す
る
よ
う
に
、地
域
枠
予
算
と
し
て
予
算
組
も
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
地
域
の
課
題
解
決
を
行
い
、

自
慢
で
き
る
志
摩
市
に
な
る
よ
う
最
善
の
市
政
運
営
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
に
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
慢
の
ま
ち
の
た
め
の
政
策志

摩
市
長
　
橋は
し
づ
め爪

　
政ま
さ
吉よ
し

タイで最も美しい祭り「ロイクラトン祭り」
　サワッディカ。ディズニー映画『塔の上の
ラプンツェル』の中で、ランタンが夜空を舞
う幻想的なシーンを目にしたことがありま
すか。実は、モデルになったのはタイで最も
美しい祭り「ロイクラトン祭り」です。毎年旧
暦12月（現在の10月または11月）の満月の
夜に行われている伝統行事です。
　ロイクラトン祭りは地方により形式が異
なります。チェンマイなどの北部では、映画
のシーンのように、「コムロイ」と呼ばれる
ランタンを夜空に放ちます。空の上の仏陀に
感謝の気持ちを表し、コムロイが空に浮かぶ
時、自分の苦難も一緒に消え去ってくれると
信じられています。
　北部以外の場所ではランタンではなく、

「クラトン」と呼ばれる灯籠を川に流します。
バナナの葉などで作り、ハスの花や船の形に
したクラトンの上にロウソクと線香を立て、
川に流します。日々の恩恵を受けている運河
の神様に感謝し、自分自身の罪や汚れを浄め
ると信じられています。
　地域により祭りが異なり、それぞれの地域
で特徴ある催しが開かれます。例えば、巨大
クラトンのパレードや、美人コンテストな
ど、おいしい料理を提供する屋台が立ち並ぶ
ナイトマーケットはもちろん、花火が打ち上
げられる地域もあります。年齢問わず家族や
カップル、友人と一緒に楽しめる祭りです。
外国人も大歓迎で、皆さんもぜひロイクラト
ン祭りに行ってみてください。

市
役
所
職
員
で
あ
る
牛
塲
弁
護
士
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
キ
ャ
ミ
先
生
、Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
ベ
ン
さ
ん
と
ナ
ー
さ
ん
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Shima
Talk

今月号の担当は
CIRのナーさんです！

コムロイコムロイ

市
長
コ
ラ
ム・
Ｓ
ｈ
ⅰ
ｍ
ａ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
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